「竹の里・乙訓」物産展企画・運営等実施業務
に係る業務委託実施要領

１　趣旨
京都縦貫自動車道の全線開通や新名神の整備などの社会基盤が整いつつある中、交通の要衝地かつ大消費地である乙訓地域において、そのポテンシャルを最大限に活かした物産展を開催することにより、「竹の里・乙訓」をＰＲし、府内各地の交流と賑わいを創出する。

２　提案書を募集する業務概要
（1） 業務の名称
「竹の里・乙訓」物産展企画・運営等実施業務
（2） 業務の内容
「竹の里・乙訓」物産展企画・運営等実施業務に係る業務委託仕様書による。
（3） 委託期間
契約締結の日から令和元年１１月１５日（金）まで
（4） 委託予算額（消費税及び地方消費税を含む）
３,８００,０００円以内
ただし、出店者からの負担金（出店料）等を活用し、委託業務の充実を図ることとなった場合は、この限りでない。なお、委託業務の充実内容については、乙訓商工・観光協議会と協議するものとする。

３　参加資格
　　次のすべての要件を満たしていること。
（1） 本業務に類似した業務の受託実績があり、業務手法に精通していること。
（2） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しないこと。
（3） 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てをした者にあっては再生計画の認可がなされていない者、会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更正手続開始の申立てをした者にあっては更正計画の認可がなされていない者でないこと。
（４）京都府税、消費税又は地方消費税の滞納をしている者でないこと。
（５）企画提案募集の日から企画提案の特定の日までの期間に、京都府の指名競争入札において指名停止措置を受けていないこと。
（６）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号。（以下、「法」という。）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」という。）に該当しないほか、次に掲げる者に該当しないこと。
　　ア　法第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）
　　イ　法人の役員若しくはその支店若しくは営業所を代表する者で役員以外の者が暴力団員である者又は暴力団員がその経営に関与している者
　　ウ　自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもって暴力団の利用等をしている者
　　エ　暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与する等、直接的又は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者
　　オ　暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者
　　カ　暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用している者
　　キ　暴力団及びアからカまでに定める者の依頼を受けて企画提案に参加しようとする者
（７）公共の安全及び福祉を脅かすおそれのある団体又は公共の安全及び福祉を脅かすおそれのある団体に属する者に該当しないこと。

４　応募手続き
（1） 応募方法
提案書等の提出をもって本募集に応募したものとする。
（2） 提案書作成に係る質疑応答
質問期限：令和元年５月２０日（月）午後５時まで
質問方法：ＦＡＸによる
ＦＡＸ番号　０７５－９３２－４５７０
（京都府山城広域振興局乙訓調整監付）
質問様式：任意とするが、以下の項目を明記すること。
[bookmark: _GoBack]①件名は「竹の里・乙訓」物産展に関する質問」とすること。
②質問者の会社名・団体名、部署名、氏名、電話番号、ＦＡＸ番号及
び電子メールアドレスを記載すること。
③質問内容を端的に表す表題を本文の冒頭に記載すること。
④企画提案書の審査・選定に関する質問は受け付けない。
回答日時及び方法：ＦＡＸにより回答する。

（3） 提出書類及び部数
以下の全ての書類とする。
ア　参加申請書：１部（様式１）
イ　企画提案書：７部(任意様式、Ａ４版（図表についてはＡ３版をＡ４版のサイズに折り込むことも可）とする。概ね１０ページまで。)
ウ　経費見積書：７部（様式２）　＊別途見積書の詳細を添付すること（任意様式）
エ　営業経歴書：７部（様式３、令和元年５月１日現在で、営業を開始した年月からの営業年数等を記入してください。）
オ　会社概要：７部（任意様式）
カ　実績調書：７部（任意様式）
キ　京都府税の滞納がないことの証明：１部
ク　消費税及び地方消費税の納税証明：１部
　　※キ及びクについては、発行の日から３ヶ月以内のもの。コピー可。

（4） 提出書類の提出期限及び提出先
提出期限：令和元年５月２９日（水）正午まで
提出方法：持参（平日の午前９時から午後５時まで。ただし、最終日は正午まで。）
提 出 先：京都府山城広域振興局乙訓調整監付
　　  　〒６１７－０００６　京都府向日市上植野町馬立８
電話：０７５－９２１－０１８２
FAX：０７５－９３２－４５７０
（5） その他
提出された提案書について、必要に応じてプレゼンテーションを実施することがあ
る。実施する場合は、対象者に日時及び場所を連絡する。
　　　　なお、提案書等の作成、提出及びプレゼンテーションに係る経費は、応募者の負担とする。
　　　　また、提案書等の応募書類は返却しない。

５　契約の相手方の特定
（1） 特定方法
提出書類及びプレゼンテーションの内容を基に、「竹の里・乙訓」ぶ物産展企画・運営等業務委託意見聴取会議による意見聴取を経て、乙訓商工・観光協議会が本業務委託契約の相手方を特定する。
　　　　（評価項目：詳細は別記のとおり）
　　　　　　ア　応募事業者の業績等
　　　　　　イ　本事業に対する提案者の認識
　　　　　　ウ　企画提案内容
（2） 特定結果の通知
特定後、全ての応募者に対し、特定・非特定の旨を通知する。

６　契約に関する基本的事項
（1） 契約のスケジュール
本契約の相手方の特定後、契約を締結する。
（2） 契約保証金
契約者保証金は免除する。
　（３）相手方の取り消し
　　　　次の要件のいずれかに該当する場合は、特定を取り消すことがある。
　　　ア　応募者が３の参加資格を有すると偽った場合又は参加資格を失った場合
　　　イ　提出書類に虚偽の内容が記載されていた場合

別記（５の(1)評価項目関係）
　　
	項　目
	主な評価基準

	応募事業者の業績等
	経営、運営状況は良好であるか。本事業で予定されている内容と同規模以上の実績を有するかどうか。

	本業務に対する提案者の認識
	乙訓管内の事業及び仕様書を踏まえ、本業務の目的・内容等を理解した上で、物産展に関する考え方を示されているか。

	業務運営及び品質確保
	本業務を円滑かつ確実に実施するための基本方針が明確に示されているか。

	スケジュール
	本業務の遂行上、妥当な内容のスケジュールが明確に示されているか。想定される各作業項目が明確に示されており、工程ごとに整理され、わかり易い内容のスケジュールとなっているか。

	業務体制及び担当者の経歴
	本業務の遂行に必要な他事例等の関連情報の入手方法、収集体制等が明確に示されているか。

	業務体制及び担当者の経歴
	本業務を遂行するための体制及び配意予定の要員は十分に確保されているか。



